
●「見る」「聞く」「移動する」「操作する」「学ぶ」「伝える」「参
加する」等々に関する多様性を良く理解し、これらを支援
する方法に精通している。

●専門教育（人文、教育、経済、理、医、薬、工、都市デザイン、
芸術文化）で培われた素養にプラスして分野を問わないア
クセシビリティセンスを兼ね備えた柔軟な発想力がある。

●利便性を追求するユーザビリティと、利用可能性を追求するア
クセシビリティを、バランスよく相補的・相乗的に融合できる。

現代社会では、次のような課題が顕在化しています。
●少子高齢化
●高齢者や障害者の自立支援と生活の質の向上
●諸現象の国際化
●高度情報化社会におけるデジタル格差

アクセシビリティとは「利用しやすさ」や「参加しやすさ」
を意味する言葉で、障害の有無や身体特性、年齢や言語・文
化などの違いに関係なく、多様な誰もが「利用しやすいか？」
「参加しやすいか？」といった文脈で議論されている概念です。
社会の多様化が進む中で、提供される「情報」「サービス」「製

品」「環境」等が、どれだけ多くの人にとって「アクセシブル（利
用しやすく使いやすい）」ものであるかが、重要な視点として
注目を集めています。

ＡＬＰは、広島大学とマイクロソフト株式
会社が2004年10月に開始。
2008年には文科省の教育ＧＰに採択されて
います。2009年6月に産学官連携による「アク
セシビリティリーダー育成協議会」が発足さ
れ、2010年より、ＡＬＰはオープン化され、協
議会に参画する全国の大学で実施されるよう
になりました。
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●富士通株式会社 ●株式会社 イフ ●東広島市 

協 力 団 体  （2024年11月現在）

●富山大学 ●広島大学 ●関西学院大学 
●広島文教大学 ●山口大学 ●九州大学 
●岡山大学 ●大阪教育大学 ●広島国際大学
●大阪大学 ●徳島大学 ●神戸大学 ●鳥取大学
●茨城大学 ●琉球大学 ●長岡技術科学大学
●高松大学 ●長崎大学 ●香川大学 ●宮崎大学
●三重大学 ●東京科学大学 ●信州大学
●広島修道大学 ●京都外国語大学・短期大学
●京都文教大学・短期大学
●東京農業大学 

●（独）日本学生支援機構（JASSO）

学

官

ＡＬ育成協議会 会員 （2024年11月現在）

「アクセシビリティ」とは？

現代社会の課題とアクセシビリティ

アクセシビリティリーダー像

AL育成協議会とは…

2025年3月発行

富山大学では、「人にやさしい社会」をリードする人材「アクセシ

ビリティリーダー（AL）」の育成プロジェクトを推進しています。

アクセシビリティリーダー育成プログラム（ALP）は、企業や地域

や他大学と連携して進めている、先進的な人材育成プロジェクトです。

富山大学の学生は誰でも参加ができ、意欲に応じたステップアップ

や、在学中のAL資格取得および実践研修が可能な教育プログラムです。

学生のみなさん、アクセシビリティリーダーを目指してみませんか？



オンライン講座（導入編）

オンライン講座（基礎編）

２級アクセシビリティリーダー認定試験

障害学生支援経験 /指定授業

指　定　授　業

１級アクセシビリティリーダー認定試験
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STEP

１

２

３

４
教養教育科目「障害とアクセシビリティ」を履修する。

意識

富山大学　アクセシビリティ教育課程

知識

経験

技術

アクセシビリティ
リーダーキャンプ
※ＡＬ資格取得者対象

アクセシビリティ
リーダー
インターンシップ
※１級ＡＬ資格取得者対象

ＡＬＣは、「社会の最新のニーズ・取組を学び、人にやさしい未来を考
える」をテーマに、ＡＬ資格を取得した学生を対象とした課題解決型研修
合宿です。
ＡＬ育成協議会が産学官連携により毎年３月・９月に東京・広島で開催

しています。ＡＬＣには、ＡＬ育成プログラムを実施する全国の大学等か
ら選抜されたＡＬ資格取得者が集います。

ＡＬ育成プログラムでは、１級ＡＬ資格を取得した学生を対象とした
インターンシップ（実践研修）を実施しています。
ＡＬⅠは、企業・学内・地域において展開され、ＡＬ資格取得までに習

得した知見を活かして、受け入れ先で実践的な業務や支援活動等を行い社
会貢献するとともに、アクセシビリティリーダーとしての資質を高めるこ
とができます。

１

２

３

ALC

ALI

お問い合わせ先 富山大学 学生支援センター
アクセシビリティ・コミュニケーション支援室

TEL & FAX

E-mail　hacs@ctg.u-toyama.ac.jp
076‒445‒6910

アクセシビリティリーダー 育成プログラム

(a) 富山大学学生支援センターが所管する障害学生支援活動30時間に対して、富山大学学生支援センター長が認定を行う。
(b) 教育学部授業科目「子どもとのふれあい体験」のうち、別に定めるコース（60時間）を履修することとする。
　　※単位修得は必須
(c) 教育学部授業科目「学校体験活動（Ｒ４年度入学生は学校インターンシップ）Ⅰ（小）」のうち「スタディ・メイトジュニア」（60時間）
　　を履修する。※単位修得は必須
◆(b)(c) については、履修は教育学部生に限る。
  (a) は必修　※教育学部生は、(a)、(b)、(c) のいずれかを選択することができる。


